
大田市告示第１０８号 

 

大田市ＩＴ利活用共創モデル審査会設置要綱を次のように定める。 

 

令和４年４月２７日 

大田市長 楫 野 弘 和   

 

大田市ＩＴ利活用共創モデル審査会設置要綱 

（設置） 

第１条 大田市ＩＴ利活用共創モデル事業の補助対象者選定にあたっ

て、その審査を厳正かつ公平に行うため、大田市ＩＴ利活用共創モ

デル審査会（以下「審査会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 審査会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(１) 大田市ＩＴ利活用共創モデル事業の審査に関する事項 

(２) その他市長が特に必要と認める事項 

（組織） 

第３条 審査会は、会長、副会長及び委員をもって構成する。 

２ 会長は、副市長をもって充て、副会長は、産業振興部長をもって

充てる。 

３ 委員は、次の掲げる者をもって充て、市長が委嘱又は任命する。 

(１) 経営等について見識を有する者 

(２) その他市長が必要と認める者 

４ 委員の任期は令和５年３月３１日までとする。ただし、委員が欠

けた場合における補欠の委員の任期は前任者の残任期間とする。 

５ 委員は、任期が終了した場合においても、後任者が就任するまで

はその職務を行うことができる。 

（会長） 

第４条 会長は、審査会を統括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたとき

は、その職務を代理する。 



（会議） 

第５条 審査会の会議（以下「会議」という。）は、会長が必要に応

じて招集し、会長が議長となる。 

２ 会長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者に出席

を求め、説明又は意見を聴くことができる。 

（秘密の保持） 

第６条 審査会において知り得た秘密に係る事項及び審議の内容につ

いては、何人もこれを他に漏らしてはならない。 

（庶務） 

第７条 審査会の庶務は、産業振興部産業企画課において処理する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、審査会の運営に関し必要な事

項は、会長が別に定める。 

 

附 則 

この告示は、令和４年４月２７日から施行する。 


